お　願　い

我が一橋大学陸上競技部の象徴であるグランドは、大正15年に完成した歴史あるグランドです。86年の歴史の中で、陸上競技部員は、このグランドで練習に励み、試合をし、記録向上に喜び、故障に泣き、それぞれの青春の思い出を刻んできました。グランドの歴史は、一人一人の部員の歴史の積み重ねであるとともに、世代を越えて引き継がれてきた一橋大学陸上競技部の歴史そのものでもあります。我々には、この陸上競技部およびこのグランドを次世代に引き継ぐ責務があると思います。

さて、この慣れ親しんだ、土の香が懐かしいグランドも、全天候トラックの時代を迎えた今、老朽化し、普段の練習にも支障をきたし、公式試合も開催できない状況となっています。大学だけでなく、各自治体所有のグランド、小中学校のグランド（校庭）も、確実に全天候化に替りつつあります。このような状況を背景に、一橋陸上競技倶楽部では、次期グランド公認更新時期である平成２７年（２０１５年）を目標に、グランドの全面的な改修（全天候化）を大学側と協力しながらすすめていくことを決定いたしました。

全天候化を進めるには、多額の資金が必要となります。グランド所有者である一橋大学の協力を仰ぎながらも、柱となるのは、一橋陸上競技倶楽部からの資金です。倶楽部としましては、工事費用の削減や倶楽部基金の有効活用などの施策を講じますが、会員各位にも資金的なご援助をいただく必要がございます。

詳細は、「グランド改修寄付金」募集要項を参照いただきたいと存じますが、会員の皆様からのご寄付の目標は、５０００万円以上としております。

昨今の経済情勢、景気動向を考えますと、はなはだ心苦しいお願いではありますが、我々がお世話になったグランドを整備し、次の世代に残すという趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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